





























































































































































































































なくなり、ただの道徳に変わりました。第 1 次の時期のようにまた戻ったのです。小学校 5~6












T:第4次教育課程は、 1981年-1987年の6年間です。 1979年 10月26日、パク・チョンヒ大統














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































T:入学査定官を定着させるために、財政支援も行われました。 2007年度には 20億ウォンを 10大
































































































































グループ討議は 50分間行われます。まず5分でテーマを決め、 40分間討議を行い、残り 5分
で質疑応答を行います。 KAIST大学の授業はすべて英語で行われるため、個人面接もすべて英
語で行われます。個人面接は20分ほど行われます。まず3分開発表をさせ、残り 17分はイン
タビューを行います。以上、 KAIST大学では、高校時代の成績、探究能力・コミュニケーショ
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ン能力・進路開拓能力・特別な分野における英才能力が評価されます。
このような評価に対して、評価を行う面接委員や学生自身にアンケートを行いました。面接委
員は、学生の多様性を評価できるようになったと答えました。学生たちも、妥当性と信頼性のあ
る評価であると答え、肯定的な反応を示しました。さらにグローバルリーダーは、自分の専門分
野だけでなく、様々な分野の人たちとコミュニケーションをとる必要があるため、そのような能
力を見取ることのできる制度であると評価しました。このような大学の変化により、高校現場も
変化を遂げました。 KAIST大学は韓国内でも査定官制度の導入が成功した事例として知られて
いますので、みなさんに紹介しました。以上が KAIST大学の事例です。何か質問はありますか?
S:カン先生が実際に授業をしていて、入学査定官制度を導入される以前と以後で、学生にどのよう
な違いが見られますか?
T:実は今、大学院の学生だけを指導していますので、査定官制度を利用して合格した学生を指導し
ていませんので、詳細は把握していません。ごめんなさい。
それではこれで講義を終わりたいと思います。 2日間ありがとうございました。
(山本はるか)
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